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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、東京湾西岸地域の軍事遺跡の現況、および調査・研究の現状を把握した
うえで、今後の軍事遺跡の調査・研究・活用のための基盤整備を行うことである。具体的には、対象地域の軍事遺跡の
データベースを作成するとともに、慶應義塾大学日吉キャンパス一帯の軍事遺跡群を対象として、現存するものについ
ては測量を中心とする現地調査を、破壊されたりアクセス不可能な遺跡は過去の記録の集成を実施した。併せて、当時
のことを知る方々へのインタビュー及び、過去のインタビューの記録の調査も進めた。調査成果は多岐に及んだが、そ
れらの一端を『日吉キャンパス一帯の戦争遺跡の研究』として刊行した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to form a basic ground for future historical studies and 
public history practices of the Imperial Navy military remains of the Asia-Pacific War in the west coast a
rea of Tokyo bay, by making clear the achievements of past studies and researching the present conditions 
of these remains.
Specifically, we made the database of military remains in the area. And after having limited the study are
a into around the Keio university Hiyoshi campus, we researched and measured the remains we can access now
, and we collected the records of the past researches about the already destroyed or inaccessible part of 
them. In addition we did interviews with some informants who know the Imperial Navy activities in the camp
us, and collected the records of the past interviews. We had many results in this study, so we published s
ome of them in the volume entitled 'Studies of the war related sites of the Asia-Pacific War around the Ke
io university Hiyoshi campus' in March, 2014.
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１．研究開始当初の背景 
 アジア太平洋戦争終結から約 70 年を経た
今日、戦争体験者の減少とともに、アジア太
平洋戦争史の研究・教育の資料として、また
歴史を社会と結びつける歴史実践の場とし
て、軍事遺跡（戦争遺跡）に対する関心が高
まっている。一方で、軍事遺跡の保存と活用
をめぐっては、国や自治体による文化財とし
ての評価、及び保護の枠組みが依然確立して
いないこともあり、重要な遺跡の破壊が進行
しているだけでなく、その記録保存すら十分
にできない状態が続いている。 
 こうした状況の背景にはさまざまな要因
が絡んでいるが、軍事遺跡の学術的な調査・
研究が必ずしも進んでおらず、それ故に遺跡
の研究・教育上の価値をめぐる議論が深まっ
ていない点に大きな問題があることは間違
いない。また、これまでの軍事遺跡の調査・
研究が、民間主導でなされることが多かった
ために、その成果の公開やデータの保存・継
承に課題を残すことになり、この点も軍事遺
跡の価値の議論が深まらなかった理由の一
つになっていると考えられる。 
 そうしたなかで、軍事遺跡をめぐる社会の
関心の高まりに応え、その文化財としての価
値の議論を深めていくためには、大学や博物
館等の研究者が積極的に軍事遺跡の調査・研
究に取り組むことが必要である。そして、こ
れまでの調査・研究を支えてきた民間の研究
者と連携しつつ、今後の軍事遺跡をめぐる研
究・教育の基盤整備を進めていかなければな
らない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、以上のようなアジア太平洋戦争
期の軍事遺跡をめぐる現状に鑑み、今後の軍
事遺跡の調査・研究、及び保護・活用のため
の基盤整備を目的とする。 
 具体的には、旧帝国海軍の軍事遺跡が密集
する東京湾西岸地域を対象に、その調査・研
究の現状を把握するとともに、モデルケース
として神奈川県横浜市北部の慶應義塾大学
日吉キャンパス一帯の軍事遺跡群を選び、過
去の調査・研究の成果をまとめたうえで、考
古学、自然地理学、文献史学、オーラル・ヒ
ストリーなどの多角的な調査・研究を実施す
ることにした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は３ヶ年で実施した。研究の具体的
内容的としては、(1)東京湾西岸地域一帯に
おける旧帝国海軍関連の軍事遺跡のデータ
ベース作成、(2)慶應義塾大学日吉キャンパ
ス一帯の軍事遺跡に関する考古学的調査、
(3)日吉キャンパス一帯の軍事遺跡に関する
歴史学的調査、(4)調査成果の保管、活用、
公開に関する調査と検討、(5)研究成果報告
書の刊行・配布、の５つに大きく分けられる。 
 このうち、(1)のデータベース作成では、
発掘調査報告書に記載されたアジア太平洋

戦争期の遺構の記録を収集し、現在も見るこ
とのできる幾つかの遺跡については、現況調
査を行うことにした。 
 (2)の考古学的調査では、日吉キャンパス
一帯の軍事遺跡をめぐる過去の調査記録の
収集と整理、日吉キャンパス内に現存する地
下壕のレーザー測量、未発見の地下壕の探索、
現存する建物内の軍事活動痕跡の調査を行
うことにした。 
 (3)の歴史学的調査では、軍事施設関係の
写真や図面、地図等の画像データの収集を徹
底して進めるとともに、過去に実施された軍
事施設勤務経験者を中心とするインタビュ
ーの映像・音声・文字記録の悉皆的調査を進
めることにした。また、大戦時の日吉のこと
をご存知の方へのインタビューも新たに実
施し、記録化することにした。 
 (4)に関しては、実際に軍事遺跡の保存・
活用を行っている事例の調査、及び調査成果
の公開時における個人情報の取り扱いをめ
ぐる検討を行うことにした。 
 (5)としては、研究の最終年度に、研究成
果をまとめた報告書を刊行し、全国の研究機
関、自治体に広く配布することにした。 
 
４．研究成果 
 (1)については、東京湾西岸地域の遺跡発
掘調査報告書に記載された遺構・遺物のデー
タ収集をほぼ完了させることができた。 
 (2)については、日吉キャンパス内の地上
で確認できる全ての遺構の測量を完了した
ほか、入坑可能な連合艦隊司令部地下壕の内
部については、３次元レーザースキャナーに
よる詳細なデータを得ることができた。また、
新たに発見できた地下壕についても測量を
行った。これらの成果により、日吉キャンパ
ス内の地下壕群について、ほぼ正確な測量図
を作成できたのは大きな成果となった。 



 なお、過去の調査が行われた艦政本部地下
壕と矢上台の小規模地下壕については、調査
記録と出土遺物の整理を行い、正式報告とし
てまとめることができた。 
 (3)としては、まず三田キャンパス、日吉
キャンパスの事務部門の倉庫の調査を徹底
して行い、過去の地下壕内の実測図や入坑の
記録を収集し、全てをデジタル化まで完了さ
せた。また、過去に地下壕の調査に関わった
業者・個人に写真や記録の提供をお願いし、
これらも全てデジタル化した。 
 オーラル・ヒストリー的な調査としては、
過去のインタビューや手記の記録の収集を
行い、それぞれデジタル化を行った。併せて
地下壕勤務経験者や近隣住民のインタビュ
ーを実施した。 
 また、日吉キャンパスと同様、大戦末期に
海軍が移転してきた大倉精神文化研究所の
歴史学的調査を行い、これまでの研究成果を
まとめるとともに、研究所に残された資料の
調査を行った。 
 (4)では、日吉キャンパス一帯と同様に海
軍関係の軍事遺跡が集中的に存在する千葉
県館山市や神奈川県横須賀市における、軍事
遺跡の保存と活用の方法を調査した。 
 個人情報の取り扱いをめぐっては、過去の
調査における個人名の扱いの問題点と、今後
の公開にあたっての留意点を整理し、報告書
においては、その方針に則った記載を行った。 
 (5)最終年度となる 25 年度に、以上の調
査・研究成果をまとめる作業を行い、発表が
可能となった成果の一部を、『日吉キャンパ
ス一帯の戦争遺跡の研究』（A４版、カラー、
124 頁）として刊行し、全国の研究機関、教
育委員会、図書館等に配布した。 
 この報告書を刊行し、広く配布したことに
より、本研究の目的である、軍事遺跡の調
査・研究、保護・活用のための基盤整備の一
端は達成できたと考えている。 
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